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娘の宮子を入内 

首皇子(後の聖武)が年少のため中継ぎ 

道鏡に皇位を譲ろうとしたが… 

擁立 

(孝謙上皇重祚) 

都の造営費に 

 

社会的不安の解消のため 

人口増加による 

口分田不足 

への対応 

天皇と都 

文武天皇(位 697～707) 

 

[b.       ]天皇(位 707～715) 

 

[d.         ]への遷都（710） 

元正天皇(位 715～724) 

⇒さらに中継ぎ 

 

 

 

[h.         ]天皇 

（位 724～749） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[n.         ](山背)へ遷都（740） 

 

 離宮、紫香楽宮（近江/742） 

 

 

難波宮（744）⇒紫香楽宮（744） 

⇒平城京(745) 

[r.        ]天皇(749～758) 

  

 聖武上皇没(756) 

 

淳仁天皇(758～764,淡路廃帝) 

光明皇太后没(760) 

        

[v.         ]天皇(764～770) 

 

 

 

[y.      ]天皇(770～781) 

天武系から天智系皇統に転換 

 

政権担当者と政策 

≪ [a.               ](鎌足の子)政権 ≫ 

 ・大宝律令（701）の完成…刑部親王らとともに編纂  

   ⇒粟田真人らを遣唐使として派遣（702） 

 ・[c.            ]の鋳造（708、和銅元年）…武蔵国から銅献上 

  ⇒蓄銭叙位令（711）…銭を蓄えた者に位階を与え、流通を促進 

 ・[e.             ]の編纂（718）…日本の実情に合わせて大宝律令を修正      

≪ [f.           ](天武の皇子の高市皇子の子)政権 ≫ 

 ・百万町歩開墾計画（722）…食料・道具を支給して開墾を促すが失敗 

・[g.            ] (723)…新たに灌漑施設を設けた開墾は 3 代所有を承認 

   

・長屋王の変（729）…藤原四子の策謀により自害 

  

≪ 藤原四子体制 ≫ 

  南家：武智麻呂 北家：房前 式家：宇合 京家：麻呂 

  ⇒一氏族から複数の公卿（国政を担う太政官の高官）が出るのは初めて 

 ・[i.         ]の立后…臣下の女性として初 

 ・天然痘の流行(735～737) 

      藤原四子全員病没 

≪ [j.           ]政権 ≫…[k.           ]・[l.       ]の重用 

 ・[m.             ]の乱(740)･･･吉備真備・玄昉の排除を要求したが敗北 

 

 ・国家仏教の推進：鎮護国家思想 

  [o.         ]建立の詔(741) …＠恭仁京) 

  大仏造立の詔(743)…＠[p.          ]）→行基の協力 

 ・[q.                      ](743)…開墾した田地の私有を永年保障 

 

 ・大仏開眼供養(752)・鑑真の来日（753） 

≪ [s.               ]政権 ≫…光明皇太后の後ろ盾で、紫微中台長官任命 

 ・養老律令の施行(757) 

 ・[t.               ]の変(757)…諸兄の子が大伴氏らと仲麻呂打倒を図るが失敗 

 ・唐風化政策：[u.            ]と名乗り大師(太政大臣)となる 

 ・藤原仲麻呂の乱(764)…孝謙上皇と対立し、塩焼王を擁立したが敗北 

≪ [w.        ]政権 ≫･･･仏教政治（太政大臣禅師から法王となる） 

 ・宇佐八幡宮神託事件(769)…宇佐神宮から道鏡の即位を促すお告げがだされるが… 

 ⇒[x.             ]・広虫が阻止：貴族層の反対 

≪[z.             ]（式家）・藤原永手（北家）政権 ≫ 

道鏡は下野薬師寺の別当として追放 
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娘の宮子を入内 

首皇子(後の聖武)が年少のため中継ぎ 

道鏡に皇位を譲ろうとしたが… 

擁立 

(孝謙上皇重祚) 

都の造営費に 

 

社会的不安の解消のため 

人口増加による 

口分田不足 

への対応 

天皇と都 

文武天皇(位 697～707) 

 

[b. 元明  ]天皇(位 707～715) 

 

[d. 平城京   ]への遷都（710） 

元正天皇(位 715～724) 

⇒さらに中継ぎ 

 

 

 

[h.  聖武  ]天皇 

（位 724～749） 

 

 

 

 

 

  

 

 

[n. 恭仁京  ](山背)へ遷都（740） 

 

 離宮、紫香楽宮（近江/742） 

 

 

難波宮（744）⇒紫香楽宮（744） 

⇒平城京(745) 

[r. 孝謙  ]天皇(749～758) 

  

 聖武上皇没(756) 

 

淳仁天皇(758～764,淡路廃帝) 

光明皇太后没(760) 

        

[v. 称徳  ]天皇(764～770) 

 

 

 

[y. 光仁 ]天皇(770～781) 

天武系から天智系皇統に転換 

 

政権担当者と政策 

≪ [a. 藤原不比等    ](鎌足の子)政権 ≫ 

 ・大宝律令（701）の完成…刑部親王らとともに編纂  

   ⇒粟田真人らを遣唐使として派遣（702） 

 ・[c.  和同開珎    ]の鋳造（708、和銅元年）…武蔵国から銅献上 

  ⇒蓄銭叙位令（711）…銭を蓄えた者に位階を与え、流通を促進 

 ・[e. 養老律令  ]の編纂（718）…日本の実情に合わせて大宝律令を修正      

≪ [f. 長屋王   ](天武の皇子の高市皇子の子)政権 ≫ 

 ・百万町歩開墾計画（722）…食料・道具を支給して開墾を促すが失敗 

・[g.三世一身法 ] (723)…新たに灌漑施設を設けた開墾は 3 代所有を承認 

   

・長屋王の変（729）…藤原四子の策謀により自害 

  

≪ 藤原四子体制 ≫ 

  南家：武智麻呂 北家：房前 式家：宇合 京家：麻呂 

  ⇒一氏族から複数の公卿（国政を担う太政官の高官）が出るのは初めて 

 ・[i. 光明子  ]の立后…臣下の女性として初 

 ・天然痘の流行(735～737) 

      藤原四子全員病没 

≪ [j. 橘諸兄 ]政権 ≫…[k.吉備真備  ]・[l. 玄昉   ]の重用 

 ・[m. 藤原広嗣   ]の乱(740)･･･吉備真備・玄昉の排除を要求したが敗北 

 

 ・国家仏教の推進：鎮護国家思想 

  [o. 国分寺 ]建立の詔(741) …＠恭仁京) 

  大仏造立の詔(743)…＠[p. 紫香楽宮 ]）→行基の協力 

 ・[q. 墾田永年私財法  ](743)…開墾した田地の私有を永年保障 

 

 ・大仏開眼供養(752)・鑑真の来日（753） 

≪ [s. 藤原仲麻呂 ]政権 ≫…光明皇太后の後ろ盾で、紫微中台長官任命 

 ・養老律令の施行(757) 

 ・[t. 橘奈良麻呂  ]の変(757)…諸兄の子が大伴氏らと仲麻呂打倒を図るが失敗 

 ・唐風化政策：[u. 恵美押勝  ]と名乗り大師(太政大臣)となる 

 ・藤原仲麻呂の乱(764)…孝謙上皇と対立し、塩焼王を擁立したが敗北 

≪ [w. 道鏡   ]政権 ≫･･･仏教政治（太政大臣禅師から法王となる） 

 ・宇佐八幡宮神託事件(769)…宇佐神宮から道鏡の即位を促すお告げがだされるが… 

 ⇒[x. 和気清麻呂   ]・広虫が阻止：貴族層の反対 

≪[z. 藤原百川   ]（式家）・藤原永手（北家）政権 ≫ 

道鏡は下野薬師寺の別当として追放 


